
小学生の音楽（教芸）

令和５年度　音楽科　年間指導計画　第６学年

学期 月 題材名 時数 題材の目標 他教科等との関連

8
・
9
・
10

４.いろいろな音色のひびきを感じ取ろう 8

・旋律，音の重なりや和音の響きなどと曲想との関わりを理解して，互いの声や音を聴き合い
ながら合わせて表現する技能や，和音に含まれる音を使って旋律をつくる技能を身に付ける。
・和音の響きの移り変わり，短調と長調の響きや旋律の重なり方の違いなどと曲想との関わり
について考え，それらにふさわしい表現の仕方を工夫し，どのように表現するかについて思い
や意図をもつ。
・和音の響きの違いや移り変わりを生かして表現したり，つくった旋律を発表し合って気付い
たことなどを伝え合ったりする学習に主体的に取り組む。

50
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前

期

4 1.歌声をひびかせて心をつなげよう 5

・音色，速度，旋律や歌詞の内容などと曲想との関わりを理解して，それらを生かした歌い方
や，自然で無理のない響きのある歌い方を身に付ける。
・音色，速度，旋律や歌詞の内容などと曲想との関わりを考え，言葉や旋律のまとまり，発音
や声の出し方などを工夫し，曲想にふさわしい歌い方について思いや意図をもつ。
・曲想や歌詞に込められた気持ちを味わって，歌声に気を付けながら曲想にふさわしい表現を
工夫する学習に主体的に取り組み，友達と協働して音楽活動をする楽しさを味わう。

5 2.いろいろな音色を感じ取ろう 7

・音色，リズム，旋律，音の重なりなどと曲想との関わりを理解して，楽器の重なり合う響き
を味わいながら音を合わせて演奏する技能や，声の響きが重なる面白さを生かして音楽をつく
る技能を身に付ける。
・楽器の音色の特徴を生かした演奏の仕方や声の響きの重ね方を工夫し，どのように表現する
かについて思いや意図をもったり，楽器の多様な組合せから生まれる曲や演奏のよさなどを見
いだしながら曲全体を味わって聴いたりする。
・いろいろな音色が重なって生まれる響きに興味・関心をもち，それらを生かして表現したり
聴いたりする学習に主体的に取り組む。

総合的な学習

総合的な学習

後

期

10 ５.曲想の変化を感じ取ろう 7

・速度，強弱，音の重なり，変化や歌詞の内容などと曲想との関わりを理解して，互いの声や
音を聴き合いながら表現するなど，曲想にふさわしい表現をするために必要な技能を身に付け
る。
・歌詞の内容，速度，強弱，反復や変化などと曲想との関わりを考え，曲想の移り変わりを味
わいながら，どのように表現するかについて思いや意図をもったり，曲や演奏のよさなどを見
いだしながら曲全体を味わって聴いたりする。
・友達と協働して，曲想の変化を味わいながら思いを込めて歌ったり，曲想にふさわしい表現
を工夫して合奏したり，曲想の移り変わりを味わいながら聴いたりする学習に主体的に取り組
む。

11
・
12

６.詩と音楽の関わりを味わおう 5

・旋律，強弱，音の重なりなどと曲想との関わりを理解して，呼吸や発音の仕方に気を付けて
自然で無理のない響きのある歌い方など，日本語の美しさを生かして歌う技能を身に付ける。
・歌詞と旋律が一体となって生み出す曲想を味わって，曲や演奏のよさを見いだしながら聴い
たり，歌詞や曲の特徴を考えながら歌い方を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図を
もったりする。
・歌詞と旋律との関わりが生み出す曲や演奏のよさなどについて話し合ったり，曲想を味わい
ながらどのように歌うかついて発表し合ったりする活動を通して，詩と音楽の関わりへの興
味・関心を深める。

6
・
７

３.旋律の特徴を生かして表現しよう 6

・旋律，リズム，フレーズや歌詞の内容などと曲想との関わりを理解して，呼吸や発音の仕方
に気を付けて響きのある声で歌う技能や，音色や響きに気を付けて互いの音を聴いて演奏する
技能を身に付ける。
・旋律，リズム，フレーズや歌詞の内容などと曲想との関わりを生かして表現を工夫し，どの
ように表現するかについて思いや意図をもつ。
・友達と協働して，旋律の特徴やまとまりを生かした表現を工夫する学習の楽しさを味わいな
がら，互いの声や音を聴き合って表現する学習に主体的に取り組む。

年間指導計画

2
・
3

８.音楽で思いを伝えよう
 
   国歌・校歌

7

・旋律，音の重なりや歌詞の内容などと曲想との関わりを理解して，言葉や旋律のまとまりを
大切にして歌ったり，重なり合う声の響きに気を付けて歌ったりする技能を身に付ける。
・曲想と歌詞の内容，旋律，強弱，音の重なりやフレーズとの関わりを考え，思いが伝わるよ
うに曲の特徴にふさわしい表現を工夫し，どのように歌うかについて思いや意図をもつ。
・歌詞の表す気持ちが伝わるように，友達と話し合ったり歌い方を試したりしながら曲想を生
かした表現を工夫し，感謝の気持ちを込めて歌う学習に主体的に取り組む。
・国歌の大切さを理解するとともに，国歌「君が代」の歌詞を旋律を正しく歌う。

1 ７.日本や世界の音楽に親しもう 5

・音色や旋律などと曲想との関わりを理解して，日本に古くから伝わる歌の特徴に気を付けて
自然で無理のない歌い方で歌う技能を身に付ける。
・楽器の音色や旋律，音の重なり，拍と曲想との関わりについて考え，日本や世界のいろいろ
な国の音楽のよさなどを見いだしながら聴いたり，日本に古くから伝わる歌の特徴を生かし，
どのように歌うかについて思いや意図をもったりする。
・日本や世界のいろいろな国の音楽の特徴を味わって，聴いたり歌ったりする学習に主体的に
取り組み，それらの音楽への興味・関心を広げる。


